
（別紙３）

～ R7年　３月　１日

（対象者数） 14名 （回答者数）
１１名

～ R7年　３月　１日

（対象者数）
4名

（回答者数）
4名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

専門職同士の連携を充実することでさらにより良い支援が期待

される。

2

当事業所を主とした研修やイベントごと等積極的な関わりを持

つことで他事業との理解が深まる。

3

活動場所や活動内容の見直しを行う。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

担当者を決め具体的に進めていく。

今後法人内で検討する。

2

b型就労施設や社会福祉のイベントなどに参加する。

3

全職員が専門資格取得者。 活動に応じて各専門職が担当している。（児発菅、OT,PT,保育

士）

多機能型事業所。　法人内で保育園（夜間）、児童発達支援 法人内での研修に参加する。

事業所内でのイベント（夏祭り）などで他事業所の関わりを深

めている。

各グループや子どもに合わせた活動が行えている。 学年や利用児の興味や発達段階に応じて、事業所外活動を決め

個々が楽しめるように提供している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

第三者による外部評価がない。 コロナ禍や感染症の時期が重なったため。

他事業所との関わりが少ない コロナ禍や感染症の時期が重なったため。

R6年　４月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R７年　２月　１日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービスどろんこの風

○保護者評価実施期間
R6年　４月　１日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


